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Abstract : This paper presents our research group’s process of creating a list and data of all animation
programs broadcasted on television from 1963 to 2010 in Japan. For each year, we focus on the change in
production numbers of animated shows, the average number of episodes per show, and the type of work the
animation is based on. The number of programs increased between 1963 and 2007, and increased most
significantly in the 1990s. On the other hand, the average number of the episodes was largest in the 1970s
and decreased drastically in the 2000s. As for the original medium the shows are based on, manga maintains
relatively high rates, and since the 1980s has always been over 30％. This number demonstrates the close
relationship between animation on television and manga.
















































ある。責任編集はリスト制作委員会の原口正宏が務めている。当初は 1月 10日発売の 2月号に掲載され，データ
の対象期間が前年の 1月 1日から 12月 31日までとなっていたが，その後，対象期間が前々年の 12月 1日から前

























「主人公 A5）の性別」「主人公 A の年齢」「年齢区分」「主人公 A の名前」「主人公 A の肌の色」「主人公 A の
髪の色」「主人公 A の瞳の色」「主人公 B の性別」「主人公 B の年齢」「年齢区分」「主人公 B の名前」「主人
公 B の肌の色」「主人公 B の髪の色」「主人公 B の瞳の色」
〈物語の舞台設定〉





























この背景としては，1989年に BS（アナログ）放送「NHK-BS2」が 24時間本放送を開始，CS によるケーブル
テレビ向け番組供給も開始され，多チャンネル化が進行したことが注目される。多チャンネル化により放送枠が
拡大したことがテレビアニメの放映数の増加に影響を与えていると考えられる。
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の話数は，1960年代には 62話，1970年代は 81話であったのが，2000年代には 26話と大幅に減少している。
毎週 1話ずつ放映される作品の場合，1960年代から 1970年代にかけては，平均の放映期間が軽く 1年を超え


























































対象期間全体を通して見ると，アニメオリジナル作品が 30％，原作がマンガの作品が 35％，ゲームが 7％，小
説が 10％，グッズが 2％，その他が 10％，不明が 6％となっており，マンガを原作とする作品がアニメオリジナ
ル作品を超えて最も多いことがわかる。年代別に詳しく見ていくと，原作となる媒体がマンガ以外にはほとんど
みられなかった 1960年代には全体の 50％をマンガ原作が占めていた。続く 1970年代には，アニメオリジナル作
品や小説原作の作品が増えたことで割合を落としている。しかしその後，ゲームや玩具といった原作となる媒体
の種類が増えた 1980年代から 2000年代にかけても，マンガ原作は一貫して 30％台を維持しており，1980年代
以降，マンガは最も原作となる割合が高い媒体であり続けている。マンガはこの 50年間を通して，テレビアニメ
に素材を提供し続けており，テレビアニメとマンガの結びつきの強さを改めて確認することができた15）。

























４）Original Video Animation の略。ビデオテープ・DVD・ブルーレイ等で販売するために制作されるアニメを指す。















し，1990年代後半以降，WOWOW や CS 専門チャンネルなど衛星放送で配信されるテレビアニメが増えたことを指摘して
いる。田中は，1990年代後半以降にテレビアニメ制作本数が増加した背景として，①視聴者層の拡大，②配信プラットフ
ォームの拡大，③制作委員会方式の拡大の 3つの要因をあげた（田中 2009 : 173−174）。
１２）テレビの連続番組の期間を表す用語で，1クールは 3か月間である。
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